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陶
淵
明
の
詩
文
集
『
陶
淵
明
集
』（
一
名
、『
靖
節
集
』）
は
、
宋
代

以
來
、
樣
々
な
テ
キ
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
現
存
す
る
最
古
の

版
本
は
四
種
類
の
宋
本（

１
）で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
翻
宋
本
と
疑
わ
れ

る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る（

２
）。
そ
の
一
つ
が
李
公
煥
本
『
箋
註
陶
淵
明

集
』
十
卷
（
以
下
、
箋
注
本
と
略
稱
）
で
あ
る
。

　

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
明
代
以
降
、
數
多
く
の
坊
刻
本
が
刊
行
さ

れ
、
ま
た
四
部
叢
刊
初
編
・
正
編
に
も
收
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
意

味
に
お
い
て
歴
代
陶
集
の
中
で
史
上
最
も
親
し
ま
れ
た
テ
キ
ス
ト
と

評
價
し
て
よ
い
。
さ
ら
に
そ
の
坊
刻
の
一
つ
が
、
我
が
國
最
初
の
和

刻
本
陶
集
で
あ
る
、
菊
池
耕
齋
『
陶
靖
節
集
』
の
祖
本
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
思
え
ば
、
箋
注
本
は
日
本
に
お
け
る
陶
詩
受
容
に
對
し
て

も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
與
え
た
、
と
見
な
せ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
は
從
來
、
宋
本
と
傳
え
ら
れ
て
き
た
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
著
名
な
藏
書
家
・
書
誌
學
者
た
ち
が
本
書
に
對
し
て
緻
密

な
分
析
を
加
え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
宋
版
か
、
元
版
か
、

と
い
う
刊
刻
年
代
の
解
明
に
終
始
し
、
本
書
が
何
を
底
本
と
し
、
い

つ
頃
ど
の
よ
う
に
編
集
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
陶
集
で
あ
る
の

か
、
と
い
っ
た
陶
淵
明
研
究
に
と
っ
て
最
も
肝
心
な
點
は
依
然
、
な

お
ざ
り
に
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
本
書
が
日
中
兩
國
に
お
け
る
陶
淵

明
作
品
の
受
容
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
こ
こ
で
少
な
く
と
も
本
書
の
基
本
的
な
價
値
評
價
を
行
っ
て

お
く
こ
と
は
、
今
後
の
陶
淵
明
研
究
に
と
っ
て
不
可
缺
な
作
業
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
と
筆
者
の
調
査
を
踏
ま

え
、
編
集
時
期
、
注
釋
の
内
容
、
底
本
に
つ
い
て
、
本
書
の
基
本
的

な
性
格
づ
け
を
試
み
た
い
。

李
公
煥
本
『
陶
淵
明
集
』
に
つ
い
て

井　

上　

一　

之
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（
一
）
所
藏
状
況

　

ま
ず
初
め
に
該
書
の
所
藏
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
現
在
に

傳
わ
る
箋
注
本
は
、
以
下
の
十
本
あ
ま
り（

３
）で
あ
る
。

　

Ａ
：
① 

國
家
圖
書
館
（
舊
北
京
圖
書
館
）
所
藏（
４
）　

八
册
（
上
海
涵
芬

樓
舊
藏
本
、
張
元
濟
跋
、
七
六
〇
七
）。

　
　
　

② 

靜
嘉
堂
文
庫
所
藏（

５
）　

四
册
（
文
徴
明
舊
藏
本
、
二
二
三
）。

　
　
　

③ 

内
閣
文
庫
所
藏（
６
）　

四
册
（
近
江
西
大
路
藩
主
市
橋
長
昭
獻
上

本
、
一
〇
一
一
五
）。

　
　
　

④ 

岡
山
大
學
所
藏（
７
）　

八
册
（
池
田
家
文
庫
本
、
貴
１
）。

　
　
　

⑤ 

都
立
中
央
圖
書
館
所
藏　

四
册
（
卷
五
〜
卷
十
。
卷
四
以
前

の
二
册
缺
。
特
七
九
四
九
）。

　
　
　

⑥ 

臺
灣
國
家
圖
書
館
（
舊
國
立
中
央
圖
書
館
）
所
藏（
８
）　

一
册

（
天
祿
琳
琅
舊
藏
本
、
〇
九
三
九
四
）。

　
　
　

⑦
浙
江
省
圖
書
館
所
藏（

９
）　

十
册
。

　
　
　

⑧
國
家
圖
書
館
所
藏）

10
（
　

？
册
（
一
〇
五
三
）。

　
　
　

⑨ 

國
家
圖
書
館
所
藏）
11
（
　

四
册
（
邵
淵
燿
・
宋
康
濟
跋
、
傅
増
湘

題
款
、
八
三
七
〇
）。

　

Ｂ
：
⑩ 

臺
灣
國
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
圖
書
館

所
藏）
12
（
　

四
册
（
呉
焯
﹇
繡
谷
亭
﹈
舊
藏
、
傳
元
仿
刻
宋
紹
興
十

年
本
）。

　

Ｃ
：
⑪ 

東
洋
文
庫
所
藏　

四
册
（
貴
池
劉
氏
玉
海
堂
景
印
本
、
Ⅳ
２

Ａ
５
）。

　

こ
の
う
ち
筆
者
が
目
睹
し
た
も
の
は
、
②
・
③
・
④
・
⑤
・
⑪
の

國
内
所
藏
５
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
６
本
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
研
究
者
に
よ
る
調
査
の
報
告
、
な
い
し
影
印
出
版
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
本
書
の
系
統
に
つ

い
て
整
理
を
行
っ
て
み
た
い
。

　

基
本
的
な
配
列
分
卷
は
―
―
、
冠
首
に
昭
明
太
子
蕭
統
「
陶
淵
明

集
序
」
を
置
き
、
次
に
「
廬
陵
後
學
李
公
煥
集
録　

補
註
陶
淵
明
集

總
論
」、「
箋
註
陶
淵
明
集
目
録
」。
卷
一
が
「
詩
四
言
」、
卷
二
〜
卷

四
が
「
詩
五
言
」、
卷
五
が
「
桃
花
源
記
・
歸
去
來
兮
辭
・
五
柳
先

生
傳
・
晉
故
西
征
大
將
軍
長
史
孟
府
君
傳
・
讀
史
述
九
章
」
の
５

篇
、
卷
六
が
「
感
士
不
遇
賦
・
閑
情
賦
」
の
２
篇
、
卷
七
が
「
五
孝

傳
・
扇
上
畫
贊
」、
卷
八
が
「
與
子
儼
等
疏
・
祭
程
氏
妹
文
・
祭
從

弟
敬
遠
文
・
自
祭
文
」
の
４
篇
、
そ
し
て
卷
九
が
「
集
聖
賢
羣
輔
録

上
」、
卷
十
が
「
集
聖
賢
群
輔
録
下
・
八
儒
・
三
墨
」
３
篇
と
、
顏

延
之
「
靖
節
徴
士
誄
」、
蕭
統
「
傳
」
で
あ
る
。
そ
の
後
に
附
録
と
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し
て
、
陽
休
之
「
序
録
」、
宋
庠
「
私
記
」、
思
悦
「
書
後
」、
無
名

氏
「
紹
興
十
年
記
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
①
は
「
總
論
」

の
後
に
「
集
序
」
が
配
さ
れ
、
③
は
「
書
後
」
の
後
半
と
「
紹
興
十

年
記
」
を
缺
く
う
え
に
、「
總
論
」
と
「
目
録
」
の
順
序
が
顛
倒
し
、

卷
末
の
附
録
の
最
後
尾
に
「
集
序
」
が
置
か
れ）

13
（

、
⑦
は
「
集
序
」
を

缺
き
、
⑧
は
「
集
序
」・「
目
録
」
の
後
に
「
總
論
」
が
置
か
れ
て
い

る）
14
（

等
、
本
に
よ
っ
て
や
や
出
入
が
あ
る
。

　

行
款
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も　

毎
半
葉
九
行
、
毎
行
十
六
字
、
で

あ
る
が
、
版
式
に
よ
っ
て
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
版
框
は
、
Ａ
の
９
本
と
Ｂ
が
、
寛
十
一
糎
、
高
十
五
・
三
糎
、

Ｃ
が
十
二
糎
、
十
六
・
五
糎
、
で
あ
る
。
ま
た
Ａ
、
Ｃ
と
も
に
左
右

雙
邊
で
あ
る
が
、
Ｂ
は
四
周
雙
邊
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
は
闕
筆
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
Ａ
、
Ｃ
と
も
に
「
朗
（
聖
祖
）・
匡
（
太
祖
）・
恆
（
眞
宗
）・

桓
（
欽
宗
）・
貞
（
仁
宗
）」
等
、
宋
廟
の
諱
字
に
闕
筆
が
見
ら
れ
る

が
、
Ｂ
に
は
見
ら
れ
な
い
。
Ｂ
の
本
文
卷
末
に
清
・
康
煕
五
十
三
年

（
一
七
一
四
）
の
手
書
題
記
が
あ
り
、

　

此
編
彙
集
宋
朝
群
公
評
注
淳
祐
中
又
刻
于
省
署
、
當
時
所
稱
玉
堂

本
也
。
第
宋
本
于
廟
闕
諱
字
、
此
本
無
之
、
或
是
元
代
仿
刻
耳

0

0

0

0

0

0

0

。
…

　

と
し
て
、
南
宋
淳
祐
年
間
（
一
二
四
一
〜
一
二
五
二
）
に
刊
刻
さ
れ

た
宋
本
を
、
元
代
に
仿
刻
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
呉
焯
は
推

測
す
る
。
し
か
し
、
淳
祐
年
間
に
刊
刻
さ
れ
た
と
主
張
す
る
根
據
は

不
明
で
あ
り
、
し
か
も
闕
筆
が
な
い
こ
と
か
ら
、
橋
川
時
雄
氏
は
、

Ａ
を
底
本
に
重
刻
し
た
も
の
と
し
、
阿
部
隆
一
氏
、
羅
鷺
氏
と
も
に

「
明
代
の
重
刊
本
」
で
は
な
い
か
と
疑
う）

15
（

。
た
し
か
に
こ
の
本
は
四

周
雙
邊
で
、
Ａ
と
は
異
な
る
版
本
で
あ
り
、
ま
た
宋
諱
の
闕
筆
が
な

い
點
か
ら
す
れ
ば
、
Ａ
に
後
れ
て
（
元
代
以
降
に
）
刊
刻
さ
れ
た
も

の
と
ひ
と
ま
ず
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
闕
筆
の
あ
る
Ａ
Ｃ
間
に
も
差
異
が
存
在
す
る
。
Ａ
の
闕
筆

は
少
な
く
、「
朗
・
匡
・
恆
・
桓
・
貞
」
の
五
字
に
と
ど
ま
る
が
、

Ｃ
で
は
さ
ら
に
、「
穆
（
京
鏜
）・
殷
（
宣
祖
）・
敬
（
翼
祖
）・
敦
（
光

宗
）・
徴
（
仁
宗
）・
愼
（
孝
宗
）」
等
に
も
闕
筆
が
見
え
て
お
り
、
避

諱
が
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
複
雜
な
の
は
、
Ａ
は
た
と
え

ば
、
卷
五
「
歸
去
來
」
の
「
撫
孤
松
而
盤
桓
」
の
「
桓
」
字
は
闕
筆

す
る
が
、
同
卷
「
孟
府
君
傳
」
の
「
桓
」
字
は
闕
筆
し
て
い
な
い
。

ま
た
「
貞
」
字
は
、
本
文
中
、
五
箇
所
に
現
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
三

箇
所
は
闕
筆
す
る
も
の
の
、「
榮
木
」、「
和
郭
主
簿
」
其
二
で
は
闕

筆
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
Ａ
は
校
正
の
點
で
、
か
な
り
杜
撰
な
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
Ｃ
は
Ａ
に
お
い
て
不
統
一
で
あ
っ
た
闕
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筆
が
統
一
さ
れ
る
う
え
に
、
他
の
諱
字
も
闕
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ａ
の
「
目
録
」
卷
七
に
缺
落
し
て
い
る
「
扇
上
畫
贊
」
が
、

Ｃ
の
「
目
録
」
に
は
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
Ｃ
が
Ａ

を
踏
ま
え
て
、
嚴
格
な
校
正
を
加
え
て
成
っ
た
こ
と
を
印
象
づ
け
る

も
の
で
あ
る
。
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に）

16
（

、
Ｃ
貴
池
劉
氏
玉
海
堂

本
は
、
清
・
劉
世
珩
（
一
八
七
五
〜
一
九
二
六
。
室
名
、
玉
海
堂
）
が
清

末
（
宣
統
三
年
）
に
藏
書
を
用
い
て
仿
宋
本
の
刊
刻
を
行
っ
た
も
の

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
刊
刻
時
に
手
が
入
っ
て
い
る
可
能
性

は
拭
え
な
い
。
よ
っ
て
闕
筆
の
存
在
に
よ
っ
て
「
翻
宋
本
」
と
斷
定

す
る
の
は
や
や
危
險
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
Ａ
〜
Ｃ
の
３
グ
ル
ー
プ
の
刊
刻
年
代
に
つ
い

て
は
、
Ａ
が
最
も
古
い
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
Ａ
９

本
は
同
版
と
は
言
う
も
の
の
、
諸
本
間
に
お
い
て
こ
こ
に
も
前
後
關

係
が
あ
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
の
根
據
の
一
つ
は
、
墨
釘
（
闕
文
）
の
存
在
で
あ
る
。
本
書
①

卷
十
「
集
聖
賢
群
輔
録
下
」
の
最
終
條
に
、「
聞
之
於
故
老
。
凡
書

籍
所
載
及
故
老
所
傳
善
惡
、
聞
於
世
者
、
蓋
盡
於
此
矣
」
と
あ
る

が
、
②
③
⑤
⑥
⑦
の
５
本
（
④
は
卷
十
が
明
刊
本
に
よ
る
補
配
。
⑧
⑨
未

見
）
で
は
「
故
老
凡
書
籍
」
の
五
字
と
、「
惡
聞
」
の
二
字
に
墨
釘

が
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
①
同
卷
、「
靖
節
徴
士
誄
」
の
「
豈
所
以

　

書
影
１
（
③
國
立
公
文
書
館
所
藏
『
箋
註
陶
淵
明
集
』
卷
十
）
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昭
末
景0

汛0

餘
波
乎
。
有
晉
徴
士
潯
陽
陶
淵
明
南
嶽
之
幽
居
者

0

0

0

0

0

也
」
の

「
景
汛
」
二
字
お
よ
び
「
嶽
之
幽
居
者
」
五
字
に
つ
い
て
も
、
②
③

⑤
⑦
の
４
本
（
⑥
は
、
補
刻
さ
れ
て
い
る
）
に
は
墨
釘
が
あ
る
（
書
影

１
參
照
）。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
②
③
⑤
⑥
⑦
の
５
本
が
、
①
の

後
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
根
據
は
、
誤
刻
の
訂
正
で
あ
る
。
卷
首
に
置
か
れ
る

「
補
註
陶
淵
明
集
總
論
」
の
第
十
五
條
め
は
、
①
で
は
「
西
溪0

詩
話

曰
」
に
作
る
。
が
、
こ
れ
は
内
容
の
點
か
ら
、
北
宋
・
蔡
絛
の
『
西

淸0

詩
話
』
を
指
す
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
誤
刻
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
清
本
で
あ
る
Ｃ
は
す
で
に
訂
正
を
加
え
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
實
は
、
Ａ
の
②
③
④
⑥
⑦
も
「
西
溪
詩
話
」
を
「
西

淸
詩
話
」
に
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
⑤
は
「
總
論
」
缺
。
⑧
⑨
未
詳
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
版
と
は
云
え
、
①
と
そ
れ
以
外
の
本
と
は
、
必

ず
し
も
一
致
し
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
墨
釘
の
な

い
、
し
か
も
校
正
の
杜
撰
な
①
が
、
年
代
的
に
見
て
現
存
の
箋
註
本

の
中
で
最
も
古
い
、
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　

①
の
書
末
に
は
、
張
元
濟
の
跋）

16
（

が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ

る
と
、
本
書
は
元
濟
が
宣
統
三
年
（
一
九
一
一
）
に
北
京
の
書
店
で

購
入
し
た
も
の
で
、
當
初
は
、
元
本
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
傅

増
湘
が
上
海
を
訪
れ
、
こ
の
本
を
見
て
、
字
體
、
刀
法
、
闕
筆
の
點

か
ら
宋
本
だ
と
斷
じ
た
、
と
あ
る
。『
涵
芬
樓
燼
餘
書
録
』
で
も
本

書
を
「
宋
刊
本
」
と
し
、「
金
氏
不
窺
園
珍
藏
、
金
石
、
太
史
氏
、

他
山
居
士
、
虞
卿
、
三
橋
居
士
、
河
東
、
明
益
私
印
、
英
龢
私
印
、

陸
開
鈞
印
、
思
福
堂
藏
書
印
」
の
計
十
一
の
鈐
藏
印
を
記
載
し
て
い

る
。
し
か
し
、『
藏
園
群
書
經
眼
録
』
に
は
こ
の
本
の
記
載
は
な
く
、

『
北
京
圖
書
館
善
本
書
目
』
な
ら
び
に
『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』
は
、

「
元
刻
本
」
と
明
記
し
、
橋
川
氏
も
元
時
代
の
繙
本
款
式
の
點
か
ら

「
宋
刊
で
な
く
、
元
翻
宋
本
と
す
る
の
が
妥
當
」
と
し
て
い
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
箋
註
本
の
刊
刻
年
代
は
、
該
書
の
成
書
（
編
集
）

年
代
と
リ
ン
ク
す
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
①
が
「
元
刻
本
」
だ
と
す

れ
ば
、
殘
り
の
十
一
本
は
み
な
元
以
降
の
刻
本
と
言
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
①
に
も
墨
釘
が
認
め
ら
れ
る
。
卷
六
「
感
士
不
遇
賦
」

の
第
五
句
の
割
注
「
…
將
戲
、
先
側
一
壤
於
地
、
遠
三
四
歩
…
」
に

お
い
て
、「
一
壤
於
地
」
の
四
字
に
墨
釘
が
刻
さ
れ
て
い
る
（
こ
の

缺
字
に
つ
い
て
は
、
萬
歴
十
一
年
、
朝
鮮
有
司
監
刊
箋
注
本
﹇
蓬
左
文
庫

所
藏
﹈
等
の
明
刻
本
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
）。
こ
れ
は
つ
ま
り
、

①
が
、
翻
刻
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
原
刊
本
と
は
限
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
現
存
す
る
箋
注
本
の
諸
本
に
つ
い
て
、
そ
の
系
統
を
闕

筆
、
墨
釘
、
誤
刻
の
三
點
か
ら
整
理
し
て
き
た
。
い
ま
こ
れ
ら
の
關
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係
を
時
系
列
的
に
圖
示
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

 
原
刊
本
Ｘ   

↓   

①
（
⑧
⑨
？
）
↓   

②
③
④
⑤
⑥
⑦   

↓   
⑩   
↓   
⑪
。

　

次
に
本
書
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

（
二
）
編
集
時
期

　

本
書
の
特
徴
は
、
注
釋
（
小
字
雙
行
注
）
の
ほ
か
に
、
各
作
品
末

に
「
評
」
を
置
く
點
に
あ
る
。
郭
紹
愚
『
陶
集
考
辨）

17
（

』
で
は
、「
集

注
・
集
評
・
詩
話
の
風
を
開
き
、
陶
集
版
本
史
上
、
承
前
啓
後
の
重

要
著
作
」
と
評
す
る
が
、
た
し
か
に
宋
代
の
詩
話
類
に
あ
っ
て
は
單

發
的
、
無
秩
序
に
な
さ
れ
て
き
た
關
連
發
言
を
一
書
に
拾
い
集
め
た

こ
と
や
、
南
宋
・
湯
漢
『
陶
靖
節
先
生
詩
註
』
に
お
い
て
「
注
」
の

一
部
で
あ
っ
た
所
説
を
「
評
」
と
し
て
拔
き
出
し
た
こ
と
は
、
そ
れ

ま
で
の
陶
集
に
な
か
っ
た
新
機
軸
と
言
っ
て
よ
い
。
讀
者
は
、
陶
詩

本
文
を
讀
む
と
同
時
に
、
歴
代
の
文
人
が
個
々
の
作
品
を
ど
う
讀
ん

で
き
た
か
、
先
行
發
言
―
―
本
分
解
釋
と
文
學
的
評
價
―
―
を
即
座

に
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
問
題
は
、
そ
の
「
先
行
發
言
者
／
書
」
の
範
圍
で
あ
る
。
本

書
は
い
っ
た
い
何
時
ま
で
の
發
言
を
拾
っ
て
い
る
の
か
。
次
の
表

は
、「
補
註
陶
淵
明
集
總
論
」
と
本
體
の
「
評
」
に
援
用
さ
れ
る
人

名
・
書
名
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
列
擧
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
表
）「
総
論
」・「
評
」
引
用
書
目
一
覧

＊ 

作
者
の
ほ
ぼ
卒
年
順
に
配
列
。
題
下
注
、
割
注
の
引
用
を
除
く
。【　

】

は
文
中
の
呼
称
。

朝
代

人
名

書
名

引
用
回
数

唐　

薛
易
簡

【
正
音
集
】

1

北
宋

【
欧
陽
文
忠
公
】

1

【
劉
斯
立
】

1

王
安
石
【
荊
公
】

1

【
蘇
軾
】【
東
坡
】

17

陳
師
道
【
后
山
】

1

【
黄
山
谷
】・【
山
谷
道
人
】

6

【
李
格
非
】

1

張
耒
【
文
潜
】

1

唐
庚
【
子
西
】

1

范
温

潛
溪
【
詩
眼
】

1

佚
名

【
雪
浪
斎
日
記
】

1

蔡
居
厚
【
蔡
寛
夫
】

【
蔡
寛
夫
詩
話
】

3

南
宋

釋
恵
洪

【
冷
斎
夜
話
】

1

韓
駒
【
子
蒼
】

3

【
曽
紘
】

1

許
彦
周

【
許
彦
周
（
国
）
詩
話
】

1
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こ
の
表
に
見
え
る
よ
う
に
、
箋
註
本
の
「
總
論
」・「
評
」
は
、
王

安
石
に
始
ま
り
、
ほ
ぼ
南
宋
期
の
發
言
を
中
心
に
採
擇
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、「
敬
齋
」、「
定
齋
」、「
艮
齋）

18
（

」、「
趙
泉
山
」、「
趙
氏

注
」
に
つ
い
て
は
、
い
つ
頃
の
人
物
な
の
か
、
ま
っ
た
く
特
定
で
き

な
い
。
と
く
に
、
趙
泉
山
に
つ
い
て
は）

19
（

、
湯
漢
に
次
い
で
、
二
番
目

に
多
く
引
用
（
18
回
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
箋
注
本
の
撰
者
が

そ
の
影
響
を
つ
よ
く
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
殘
念
な
が

ら
現
時
點
で
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。

　

こ
の
う
ち
、
年
代
的
に
最
晩
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
典
據
が
、
湯

漢
（
一
二
〇
二
〜
一
二
七
二
、
字
伯
紀
）、
す
な
わ
ち
『
陶
靖
節
先
生
詩

註
』
で
あ
る
。
本
書
の
冠
首
に
は
、
自
序
が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、
本

書
が
淳
祐
元
年
（
一
二
四
一
）
に
成
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
福
建
建

陽
本
で
あ
る
。
た
だ
、
所
藏
す
る
北
京
圖
書
館
（
現
在
、
中
國
國
家
圖

書
館
）
の
鑑
定）
19
（

に
よ
る
と
、
刻
工
名
お
よ
び
湯
漢
の
福
建
在
任
時
期
、

の
二
點
か
ら
、
そ
の
版
刻
時
期
は
、
咸
淳
元
年
（
一
二
六
五
）
前
後

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
成
書
か
ら
刊
行
ま
で
二
十
年
餘
り
の
時
間
を

要
し
た
だ
け
で
な
く
、
南
宋
滅
亡
の
わ
ず
か
十
一
年
前
で
あ
る
こ
と

に
留
意
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
、『
陶
靖
節
先
生
詩
註
』
を
基
礎
と

し
て
編
集
さ
れ
た
箋
註
本
が
、「
元
朝
の
刊
刻
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

編
集
時
期
も
お
そ
ら
く
宋
末
な
い
し
元
朝
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
」

朝
代

人
名

書
名

引
用
回
数

楊
時

【
楊
亀
山
語
録
】

1

嚴
有
翼

【
藝
苑
雌
黄
】

1

葉
夢
得

【
石
林
詩
話
】

1

【
張
九
成
】

1

蔡
絛

【
西
清
詩
話
】

2

葛
立
方
【
葛
常
之
】

【
韻
語
陽
秋
】

4

呉
曽

能
改
斎
漫
録

１

【
胡
仔
】

【
苕
溪
漁
隠
】

5

陳
知
柔
【
休
齋
】

休
斎
詩
話

2

【
高
元
之
】

1

朱
熹
【
文
公
】

【
朱
文
公
語
録
】

4

楊
万
里
【
誠
斎
】

1

【
祁
寛
】

2

【
張
縯
】

【
辨
證
】

4

真
徳
秀
【
西
山
】

1

羅
大
経

【
鶴
林
】
玉
露

５

劉
克
荘
【
後
村
】

３

湯
漢
【
東
澗
・
文
清
公
】

陶
靖
節
先
生
詩

21

不
明

佚
名

【
東
塾
燕
談
】

1

【
趙
泉
山
】

18

【
敬
齋
】

1

【
定
齋
】

1

【
艮
齋
】

1

趙
？

【
趙
氏
注
】

1
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と
い
う
袁
行
霈
氏
の
指
摘）
20
（

は
、
き
わ
め
て
妥
當
な
見
解
と
評
せ
よ

う
。

　

と
は
い
え
、
實
の
と
こ
ろ
「
宋
末
に
編
集
さ
れ
た
」
と
い
う
推
定

に
對
し
て
は
、
や
や
疑
い
を
禁
じ
得
な
い
。
本
稿
は
以
下
の
三
點
か

ら
「
宋
末
編
集
」
の
蓋
然
性
は
か
な
り
低
い
、
と
判
斷
す
る
。

　

第
一
の
根
據
は
、
附
録
に
あ
る
「
宋
丞
相
私
記
」
の
タ
イ
ト
ル
で

あ
る
。
既
述
（
第
１
章
）
の
と
お
り
、
箋
注
本
の
末
尾
に
は
、
陽
休

之
「
序
録
」、
宋
庠
「
私
記
」、
思
悦
「
書
後
」、
無
名
氏
「
紹
興
十

年
記
」
の
四
篇
の
陶
集
關
連
文
章
が
附
録
さ
れ
て
い
る
。
が
、
こ
の

四
篇
は
、
そ
の
配
列
か
ら
判
斷
し
て
、
箋
注
本
が
個
別
に
集
録
し
た

も
の
で
は
な
く
、
先
行
す
る
陶
集
か
ら
そ
の
ま
ま
援
用
し
た
可
能
性

が
高
い
（
箋
注
本
の
評
や
注
も
、
宋
本
陶
集
の
注
を
多
量
に
援
用
し
て
い

る
）。

　
「
序
」
に
述
べ
た
よ
う
に
、
箋
注
本
に
先
行
す
る
陶
集
に
は
、
少

な
く
と
も
四
本
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
紹
興
本
陶
集
（
蘇
寫
大
字
本
）

が
、
同
樣
に
陽
休
之
「
序
録
」、
宋
庠
「
私
記
」、
思
悦
「
書
後
」、

「
紹
興
十
年
記
」
の
四
篇
を
同
じ
順
序
で
附
録
す
る
。
ま
た
汲
古
閣

舊
藏
本
は
、
思
悦
「
書
後
」
と
「
紹
興
十
年
記
」
を
缺
く
も
、
陽
休

之
「
序
録
」、
宋
庠
「
私
記
」、
曾
紘
「
説
」
を
附
録
し
て
い
る
（
紹

煕
本
、
湯
註
本
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
附
録
は
な
い
）。
問
題
は
、
宋
庠
の

「
私
記
」
で
あ
る
。

　

汲
古
閣
舊
藏
本
、
紹
興
本
と
も
に
、
そ
の
篇
題
を
「
本0

朝
宋
丞
相

私
記
」
に
作
る
の
に
對
し
て
、
箋
注
本
は
、「
宋0

朝
宋
丞
相
私
記
」

に
作
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
紹
興
本
の
思
悦
「
書
後
」
に
、「
近

永
嘉
周
仲
章
太
守
、
枉
駕
東
嶺
示
以
本0

朝
宋
丞
相
刊
定
之
本
。
於
疑

闕
處
甚
有
所
補
。
…
」
と
あ
り
、
こ
の
「
本0

朝
宋
丞
相
」
を
も
、
箋

注
本
で
は
「
宋0

朝
宋
丞
相
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
原
據
に

あ
っ
た
「
本
朝
」
を
意
圖
的
に

0

0

0

0

改
變
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
箋
注
本
制
作
時
は
、
す
で
に
「
本
朝
」
で
な

か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
卷
三
「
述
酒
」

の
題
下
注
に
「
宋
本
﹇
引
用
者
注
：
宋
庠
本
﹈
云
」（
汲
古
閣
舊
藏
本
、

紹
興
本
、
紹
煕
本
、
湯
漢
注
本
）
と
あ
る
の
を
、
箋
註
本
は
「
一0

本
云
」

に
改
め
て
も
い
る
。

　

第
二
點
め
は
、
元
・
劉
因
（
一
二
四
九
〜
一
二
九
三
）
へ
の
言
及
が

窺
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
箋
注
本
卷
四
「
擬
挽
歌
辭　

三
首
」
の

「
評
」
の
最
後
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
―
―

　
　

按
蘇
劉
皆
不
和
、
豈
畏
死
耶
。

　
　
（
按
ず
る
に
蘇
劉　

皆
な
和
せ
ざ
る
は
、
豈
に
死
を
畏
る
や
）
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こ
こ
で
箋
注
本
の
撰
者
は
、「
蘇
劉
」
の
和
陶
詩
に
、「
挽
歌
詩
」

に
對
す
る
和
詩
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
二

人
が
死
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
推
測
を
述
べ
て
い
る
。

「
蘇
劉
」
の
「
蘇
」
が
蘇
軾
を
指
す
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た

し
か
に
蘇
軾
の
和
陶
詩
（『
東
坡
先
生
和
陶
淵
明
詩
』）
に
、「
和
挽
歌

詩
」
は
存
在
し
な
い
。
一
方
の
「
劉
」
で
あ
る
が
、
歴
代
、
和
陶
詩

の
作
り
手
の
中
で
劉
姓
は
、
金
・
劉
從
益
（
一
一
八
一
〜
一
二
二
四
。

字
、
雲
卿
）
と
元
・
劉
因
の
二
人
で
あ
る
。

　

前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
全
金
詩
』（
南
開
大
學
出
版
社
、
一
九
九

五
年
）
を
閲
す
る
と
、「
和
淵
明
雜
詩
」
二
首
、「
和
淵
明
始
春
懷
田

舍
」、「
和
淵
明
飮
酒
韻
」
の
計
四
首
の
和
陶
詩
し
か
收
録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
從
益
が
和
陶
詩
の
名
手
と
し
て
指
を
折
る
ほ
ど
の
存
在
で

あ
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
從
益
の
作
品
の
多
く

が
亡
佚
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
か
り
に
そ
う
で
あ
っ
て

も
、
從
來
の
文
學
史
的
評
價
に
照
ら
し
て
、
從
益
が
蘇
軾
と
併
稱
さ

れ
る
ほ
ど
の
和
陶
詩
作
家
だ
っ
た
、
と
は
間
違
っ
て
も
言
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
本
書
が
宋
末
に
編
集
さ
れ
た
と
假
定
し
た
場

合
、
南
宋
人
が
金
人
の
詩
集
を
自
由
に
接
受
で
き
た
か
ど
う
か
自

體
、
疑
問
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
對
し
て
、
後
者
、
劉
因
は
『
靜
修
先
生
文
集
』
に
、「
和

九
日
閑
居
」
以
下
、「
和
讀
山
海
經
十
三
首
」
に
至
る
、
計
七
十
七

首
の
和
陶
詩
が
體
系
的
に
現
存
し
、
し
か
も
和
陶
詩
の
み
で
全
十
二

卷
中
、
一
卷
を
成
し
て
い
る
（
そ
の
中
に
は
、「
和
挽
歌
詩
」
は
存
在
し

な
い
）。
陶
集
所
收
の
詩
作
に
對
し
て
、
網
羅
的
に

0

0

0

0

和
韻
す
る
と
い

う
點
で
、
蘇
軾
に
匹
敵
し
、
ま
さ
し
く
蘇
軾
の
後
を
繼
ぐ
和
陶
詩
作

家
（
蘇
軾
の
和
陶
詩
、
一
〇
八
首
）
と
評
し
て
支
障
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
箋
注
本
の
撰
者
が
問
題
視
し
て
い
る
の
は
、
當
然
あ
る
は

0

0

0

0

0

ず0

の
和
詩
が
見
え
な
い
、
と
い
う
點
で
あ
り
、
數
首
の
和
陶
詩
を
散

發
的
に
作
る
詩
人
た
ち
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
は
な
い
と
言
え

よ
う
。
よ
っ
て
、
箋
注
本
の
云
う
「
蘇
劉
」
の
「
劉
」
は
、
こ
の
場

合
、
劉
因
だ
と
考
え
て
も
さ
し
て
見
當
は
ず
れ
で
は
あ
る
ま
い
。

　

李
劍
鋒
『
陶
淵
明
接
受
通
史）

23
（

』
に
よ
れ
ば
、
劉
因
は
母
の
病
氣
の

た
め
に
辭
任
歸
郷
し
、
至
元
二
十
八
年
（
一
二
九
一
）、
朝
廷
に
召
さ

れ
た
が
、
疾
を
口
實
に
固
辭
し
、
そ
の
ま
ま
終
生
隱
棲
を
貫
い
た
。

和
陶
詩
は
、
そ
の
晩
年
の
隱
居
時
期
に
作
ら
れ
た
と
い
う
。
元
・
蘇

天
爵
「
靜
修
先
生
劉
公
墓
表
」（『
全
元
文
』
卷
一
二
六
五
）
に
よ
る
と
、

も
と
も
と
『
丁
亥
集
』
と
い
う
五
卷
の
詩
集
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

沒
後
、
門
生
・
故
友
か
ら
集
め
た
遺
稿
十
餘
卷
と
を
合
わ
せ
て
刊
刻

し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
死
後
、
五
十
六
年
を
經
た
至
正
九
年
（
一
三

四
九
）
の
こ
と
で
あ
る
。
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そ
し
て
最
後
は
、
箋
注
本
が
劉
克
莊
（
一
一
八
七
〜
一
二
六
九
）
を

引
用
し
て
い
る
點
で
あ
る
。
引
用
は
、
三
箇
所
。
卷
一
の
卷
首
に
二

カ
所
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
後
村
先
生
大
全
集
』
所
收
「（
後
村
）
詩

話
前
集
」
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
殘
る
一
點
は
、「
總
論
」
に
見
え
、

『
後
村
先
生
大
全
集
』
卷
101
「
題
跋
」
に
あ
る
「
跋
宋
吉
甫
和
陶
詩
」

で
あ
る
。
克
莊
の
著
作
は
、
そ
の
生
前
か
ら
廣
く
通
行
し
て
お
り
、

淳
祐
九
年
（
一
二
四
九
）
に
林
希
逸
が
『
後
村
居
士
前
集
』
五
十
卷

（
散
逸
）
を
刊
行
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
後
・
續
・
新
三
集
が
刊
刻

さ
れ
た
が
、
郭
紹
愚
氏）

21
（

に
よ
れ
ば
、「
詩
話
前
集
」
は
、
淳
祐
・
寶

祐
の
際
（
一
二
四
七
〜
一
二
五
七
）
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
箋
注
本
の
引
用
は
、
克
莊
の
沒
後
、
第
三
子
、
劉

山
甫
が
咸
淳
六
年
（
一
二
七
〇
）
に
刊
刻
し
た
『
後
村
先
生
大
全
集
』

に
よ
る
も
の
、
と
ひ
と
ま
ず
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
咸
淳
六
年
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
至
元
七
年
に
當
た
り
、
折
し
も

モ
ン
ゴ
ル
軍
が
襄
樊
に
猛
攻
を
か
け
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
三
年

後
、
襄
陽
が
陷
落
す
る
と
、
勢
い
づ
い
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
潭
州
（
長

沙
）
を
攻
略
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
江
西
・
湖
南
は
戰
火
に
見
舞
わ

れ
、
さ
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
江
西
を
拔
け
て
福
建
へ
と
軍
を
進
め
て

い
っ
た
。
吉
州
廬
陵
（
江
西
省
吉
安
市
）
は
ま
さ
に
宋
元
戰
爭
の
前

線
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
當
時
、
廬
陵
に
隱
居
し
て
い
た
劉
辰
翁

が
、
戰
火
を
避
け
て
廬
山
山
中
に
避
難
し
た）
22
（

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
咸
淳
九
年
（
一
二
七
三
）
か
ら
徳
祐
二
年
（
一
二
七
六
）
の

宋
朝
降
伏
ま
で
の
四
年
間
は
、
江
西
・
福
建
の
人
々
に
と
っ
て
生
命

の
危
機
に
脅
か
さ
れ
る
時
間
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
點
を
考
え

れ
ば
、
南
宋
滅
亡
ま
で
の
わ
ず
か
六
年
の
間
に
箋
注
本
の
編
集
を
行

う
こ
と
は
、
無
理
で
は
な
い
と
し
て
も
、
現
實
的
に
か
な
り
困
難
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
南
宋
に
作
ら
れ
た
、
と
す
る
通

説
は
、
あ
ら
た
め
て
再
檢
討
を
要
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
む
ろ

ん
、
こ
こ
に
示
し
た
根
據
は
、
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
な
い
が
、

他
方
、
南
宋
時
成
立
説
に
明
快
な
確
證
が
な
い
の
も
ま
た
事
實
で
あ

る
。
現
在
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
劉
履
『
風
雅
翼
』
卷
五
「
九
日

閑
居
」
に
本
書
の
言
及）

24
（

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
該
書
が
刊
行
さ
れ
た
、

至
正
二
十
一
年
（
一
三
六
一
）
以
前
に
箋
註
本
は
す
で
に
成
立
流
布

し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

　

既
述
の
よ
う
に
、
箋
注
本
の
撰
者
が
劉
因
の
和
陶
詩
を
見
て
い
た

と
す
れ
ば
、
本
書
は
元
に
入
っ
た
後
に
編
集
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
時
間
は
劉
因
の
晩
年
（
和
陶
詩
の
作
成
以
後
）
も
し
く

は
沒
後
ま
も
な
く
の
頃
、
と
す
る
の
が
穩
當
で
あ
ろ
う
。
な
お
宋
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李
公
煥
本
『
陶
淵
明
集
』
に
つ
い
て
（
井
上
）

末
・
元
初
の
馬
端
臨
『
文
獻
通
考
』
卷
230
に
は
、
陶
集
と
し
て
三

點
―
― 『
陶
靖
節
集
』
十
卷
、『
靖
節
年
譜
』
一
卷
（
南
宋
・
呉
仁
傑
）、

『
靖
節
詩
註
』
四
卷
（
湯
漢
注
本
） 

―
―
を
著
録
す
る
が
、
箋
注
本
に

對
す
る
言
及
は
な
い
。『
文
獻
通
考
』
が
成
っ
た
、
元
の
延
祐
４
年

（
一
三
一
七
）
に
本
書
は
ま
だ
流
布
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
元
朝
に
作
ら
れ
た
本
書
に
宋
廟
の
闕
筆
が
見
え
る
の

だ
ろ
う
か
。
從
來
、
本
書
を
宋
版
と
す
る
主
要
な
根
據
は
、
こ
の
闕

筆
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
羅
鷺
氏
の
所
説
が
説
得

力
を
も
つ
だ
ろ
う
。
羅
氏
は
、「
宋
元
易
代
の
際
に
刊
刻
さ
れ
た
書

籍
は
、
慣
例
的
な
思
考
に
よ
り
依
然
と
し
て
宋
諱
を
避
け
な
い
。
そ

れ
は
、
清
初
に
刊
刻
さ
れ
た
本
が
明
諱
を
避
け
、
民
國
初
年
に
刊
刻

さ
れ
た
本
が
清
諱
を
避
け
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る）

25
（

」
と
説
く
。
た
し

か
に
刻
工
は
王
朝
交
替
に
よ
っ
て
完
全
に
入
れ
替
わ
る
わ
け
で
は
な

く
、
新
朝
に
入
っ
て
も
刻
工
が
慣
習
的
に
從
來
の
手
法
を
踏
襲
す
る

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
元
代
に

成
っ
た
本
書
に
、
宋
廟
の
闕
筆
が
見
え
る
の
も
、
必
ず
し
も
不
可
解

な
こ
と
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
闕
筆
が
王
朝
交
替
期
に
も
起
こ

り
う
る
と
す
れ
ば
、
闕
筆
の
存
在
が
（
箋
註
本
（
Ａ
）
を
）
宋
本
と
す

る
決
定
的
な
論
據
と
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

（
三
）
廬
陵
後
學
―
―
李
公
煥
の
役
割

　

次
に
檢
討
す
べ
き
は
、
本
書
の
撰
者
で
あ
る
。「
總
論
」
に
は
、

「
李
公
煥
集
録
」
と
題
す
る
も
の
の
、
正
集
に
は
「
箋
注
陶
淵
明
集
」

と
だ
け
あ
っ
て
、
撰
者
名
を
題
さ
な
い
。

　
『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本
書
目
』
を
は
じ
め
、
箋
注
本
を
所
藏
す

る
圖
書
館
の
目
録
類
に
は
、「
宋
李
公
煥
箋
註

0

0

」
と
す
る
も
の
が
多

い
が
、『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
や
『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』

（
集
部
・
上
）
で
は
、「
箋
註
陶
淵
明
集
十
卷　

晉
陶
潛
撰
・
宋
湯
漢

0

0

等
箋
註

0

0

0

。
總
論
一
卷　

宋
李
公
煥
輯0

」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
箋
注
は
元
來
、
宋
人
が
輯
め
た
も
の
で
、
李
公
煥
が
集
録
し
た
の

は
、
總
論
一
卷
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
、
郭
紹
愚
「
陶
集
考
辨
」
の

見
解
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ま
ず
李
公
煥
の
事
跡
を
知
る
必
要
が
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ま
っ
た
く
手
掛
か
り
は
な
く
、
不
明
で

あ
る
。『
全
宋
文
』、『
全
元
文
』
等
の
總
合
的
・
網
羅
的
な
總
集
や

『
四
庫
全
書
』
等
の
叢
書
を
調
査
し
て
も
、
李
公
煥
な
る
人
物
の
情

報
を
探
し
當
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
唯
一
、
明
・
何
孟
春
（
一
四

七
四
〜
一
五
三
六
）
が
、「
其
詩
舊
有
注
者
。
宋
則
湯
伯
紀
、
元
則
詹

若
麟
輩
。
而
今
不
見
其
有
傳
者
。
傳
而
刻
者
、
則
元0

李
公
煥
本
。
不
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見
其
能
爲
述
作
家
也）
26
（

」
と
、
李
公
煥
を
「
元
人
」
と
説
く
の
み
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
所
説
に
對
し
て
は
、
清
・
陶
澍
が
「
未
知
何

據
。
識
以
俟
考
」
と
疑
義
を
呈
し
て
お
り
、
以
降
、
李
公
煥
元
人
説

は
默
殺
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
、「
廬
陵
後
學
」
と

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
廬
陵
の
人
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
後
學
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
稱
で
あ
っ
て
、

他
者
が
與
え
る
も
の
で
は
な
い）

27
（

。
そ
し
て
、
一
般
的
に
自
稱
に
わ
ざ

わ
ざ
「
後
學
」
を
付
す
の
は
、
先
輩
の
學
者
に
對
し
て
謙
遜
の
姿

勢
を
示
す
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
劉
辰
翁
の
子
、

劉
將
孫
（
一
二
五
七
〜
？
）
の
例
を
見
る
と
、
將
孫
は
そ
の
い
く
つ

か
の
文
章
に
自
署
を
加
え
て
い
る
が
、
諱
で
あ
る
「
劉
將
孫
（
題
）」

は
も
と
よ
り
、「
養
吾
齋
」（
號
）、「
養
吾
齋
老
人
」、「
廬
陵
劉
某
」、

「
孫
行
廬
陵
劉
某
」
等
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
多
樣
な
自
稱
・
署

名
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
對
し
、
次
の
よ
う
に
「（
廬
陵
）
後
學
」
と
い
う
自
稱
を

行
う
場
合
が
あ
る
。

　

① 

晦
庵
先
生
作
字
聯
絡
一
筆
、有
…　

豈
獨
其
人
其
宇
之
寶
而
已
。

後
先
生
一
百
八
年
。
廬
陵
後
學

0

0

0

0

劉
某
題
菊
澗
王
氏
所
藏
帖
後
。

　
　
（
元
・
劉
將
孫
『
養
吾
齋
集
』
卷
二
十
六
、「
題
王
菊
澗
晦
庵
帖
後
」）

　

② 

…
也
。
元
貞
第
二
春
二
十
有
二
日
。
廬
陵
後
學

0

0

0

0

劉
將
孫
拜
手
書

先
生
從
孫
鄞
叔
所
藏
家
集
後
。

　
　

 （
宋
・
羅
從
彦
『
豫
章
文
集
』
卷
十
六
「
附
録
下
」、
劉
將
孫
「
豫
章
先

生
遺
稿
跋
」
二
）

　

①
は
、
晦
庵
先
生
、
即
ち
朱
熹
の
帖
に
題
し
た
も
の
で
あ
り
、
②

は
羅
從
彦
（
一
〇
七
二
〜
一
一
三
五
）
の
遺
稿
に
對
す
る
跋
文
で
あ
る
。

兩
者
に
共
通
す
る
の
は
、
當
該
文
に
お
い
て
對
象
と
す
る
人
物
に
對

す
る
、
撰
者
將
孫
の
敬
意
で
あ
ろ
う
。
①
の
場
合
は
、
朱
熹
に
對
し

て
、
②
に
つ
い
て
は
羅
從
彦
に
對
し
て
「
後
學
」
と
稱
し
た
、
と
考

え
て
よ
い
。
同
樣
に
、

　

③
…
故
私
有
望
於
（
呉
）
聖
可
。
廬
陵
後
學

0

0

0

0

歐
陽
某
敬
書
。

　
　

 （
宋
・
歐
陽
守
道
『
巽
齋
文
集
』
卷
十
九
、「
跋
陸
象
山
包
克
堂
遺
墨
」）

　

と
あ
る
の
も
、
歐
陽
守
道
（
一
二
〇
八
〜
一
二
七
二
）
が
、
陸
象
山

お
よ
び
包
揚
（
號
、
克
堂
）
に
對
し
て
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、「
廬
陵
後
學
李
公
煥
」
な
る
自
稱
は
、
李
公
煥
自
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身
が
「
總
論
」
の
對
象
で
あ
る
陶
淵
明
に
自
ら
の
敬
意
を
示
し
た
も

の
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
讀
み
手
に
對
す
る
謙
遜
で
は
な
く
、

ま
し
て
や
第
三
者
が
與
え
た
呼
稱
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
注
目
し
た
い
の
は
、「
補
註
陶
淵
明
集
總
論
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
左
行
に
、
小
字
で
「
廬
陵
後
學
李
公
煥
集
録
」

（「
公
煥
」
は
さ
ら
に
小
字
）
と
あ
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
（
書
影
２
參

照
）。
ふ
つ
う
文
章
に
自
署
す
る
ケ
ー
ス
は
、
他
人
の
著
作
に
、
序

跋
等
の
自
分
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
豫
定
さ
れ
る
時
で
あ

り
、
撰
者
が
自
ら
撰
述
す
る
す
べ
て
の
文
章
に
署
名
す
る
こ
と
は
論

理
的
・
現
實
的
に
考
え
て
あ
り
え
な
い
。
箋
注
本
體
が
李
公
煥
の
手

に
な
る
と
す
れ
ば
、「
總
論
」
に
だ
け
わ
ざ
わ
ざ
署
名
す
る
必
要
は

な
い
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
序
文
を
付
す
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
點

に
お
い
て
、
郭
紹
愚
の
指
摘
は
正
鵠
を
射
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
箋
註
本
體
と
「
總
論
」
は
別
人
の
手
に
な
る
も

の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
補
註
陶
淵
明
集
總

論
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、「
陶
淵
明
集
總
論
」
と
い
う
先
行
著
作

に
、
李
公
煥
が
「
補
注
」
し
た
、
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
左
行
に
「
補
注
」
で
な
く
、「
集
録
」
と
あ
る
以
上
、「
總

論
」
は
公
煥
が
作
っ
た
、
と
い
う
事
實
は
動
か
し
が
た
い
。
し
た

が
っ
て
、「
補
註
陶
淵
明
集
總
論
」
と
は
、「
補
註
陶
淵
明
集
」
の

「
總
論
」
な
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
名
氏
撰
『
補
注
陶
淵

明
集
』
と
い
う
名
の
陶
集
が
先
に
あ
り
、
そ
れ
に
對
し
て
李
公
煥

が
「
總
論
」
を
作
っ
た
う
え
で
公
煥
（
ま
た
は
某
氏
）
が
合
刻
し
た

か
、
も
し
く
は
李
公
煥
が
單
獨
で
「
陶
淵
明
詩
話
」（
即
ち
「
總
論
」）

を
輯
録
・
作
成
し
た
が
、
後
に
某
刊
刻
者
が
そ
れ
を
未
刊
の
『
補
注

陶
淵
明
集
』
と
併
せ
た
う
え
で
、『
箋
註
陶
淵
明
集
』
と
改
名
し
て

合
刻
し
た
か
、
の
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
者

擇
一
的
に
言
え
ば
、
前
者
の
可
能
性
の
方
が
勝
る
だ
ろ
う
。
箋
注
本

體
、
總
論
と
も
に
、
先
人
の
評
を
收
録
し
て
い
る
が
、
兩
者
間
に
重

複
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
兩
者
に
は
確
實
な
關
係
性
が
あ
る
、

と
判
斷
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
李
公
煥
が
『
補
注
陶
淵
明
集
』
を
見

て
い
た
と
す
れ
ば
、
箋
注
本
體
に
あ
る
「
評
」
を
除
外
す
る
こ
と
が

で
き
、「
總
論
」
作
成
の
作
業
は
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
わ
け
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
李
公
煥
集
録
」
の
文
言
は
、
劉
將
孫

の
文
例
に
見
え
る
よ
う
に
本
來
、「
總
論
」
の
篇
首
で
な
く
、
篇
末

に
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
し
か
し
、
刊
刻
の
際
に
そ
れ
を
「
總

論
」
篇
首
に
移
動
し
た
た
め
に
、
あ
た
か
も
公
煥
が
『
箋
注
陶
淵
明

集
』
の
撰
者
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
後
世
の
讀
者
に
與
え
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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既
述
の
よ
う
に
、
箋
註
本
體
は
内
容
の
點
か
ら
元
朝
に
成
立
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
假
説
が
正
し
け
れ
ば
、「
總
論
」
は
、

箋
注
（「
補
註
陶
淵
明
集
」）
と
さ
ほ
ど
時
間
を
經
て
い
な
い
時
期
に
作

ら
れ
た
、
と
見
な
す
の
が
穩
當
で
あ
ろ
う
。
李
公
煥
は
元
人
で
あ

る
、
と
い
う
何
孟
春
の
發
言
は
、
必
ず
し
も
荒
唐
無
稽
で
は
な
い
、

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
陶
集
と
し
て
の
特
徴

　

最
後
に
、
歴
代
陶
集
に
お
け
る
本
書
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
い
さ

さ
か
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
本
書
は
學
術

的
に
問
題
の
多
い
陶
集
だ
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
問
題
點

は
、
三
種
に
大
別
さ
れ
よ
う
。

　

一
つ
は
、
誤
字
・
脱
字
・
脱
句）

28
（

等
、
校
正
の
杜
撰
さ
で
あ
る
。
こ

の
「
杜
撰
」
に
は
、
三
つ
の
段
階
の
過
誤
が
共
存
す
る
。
第
一
は
、

撰
述
段
階
。
た
と
え
ば
、
先
に
ふ
れ
た
、「
總
論
」
の
「
西
淸
詩
話
」

を
「
西
溪0

詩
話
」（
總
論
）
に
作
り
、
卷
三
「
許
彦
周
詩
話
」
を
「
許

彦
國0

詩
話
」（「
四
時
」）
に
作
る
等
が
そ
う
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
、

先
行
書
籍
、
主
に
宋
本
陶
集
を
引
用
す
る
際
に
、
撰
者
が
間
違
い

に
氣
づ
か
ず
、
改
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
で

あ
る
。
實
例
と
し
て
は
、
昭
明
太
子
「
傳
」
の
「
頴
脱
不
群
」
を

　

書
影
２
（
③
國
立
公
文
書
館
所
藏
本
）
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て
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「
潁0

脱
不
群
」
に
作
る
例
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
宋

紹
興
刻
『
陶
淵
明
文
集
』（
蘇
寫
大
字
本
）
が
誤
刻
し
た
の
を
直
接
引

用
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
同
卷
「
士
孝
傳
贊
」
の
「
奢
則
難
繼
」

を
「
奮0

則
難
繼
」
に
作
る
の
も
、
蘇
寫
大
字
本
の
誤
刻
を
そ
の
ま
ま

襲
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
點
は
す
で
に
陶
澍
に
よ
っ
て
「
各
本
作

奮
、
非
。
从
何
（
孟
春
）
本
作
奢
」（『
靖
節
先
生
集
』
卷
八
）
と
指
摘
、

改
正
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
卷
三
「
四
時
」
の
題
下
注
に
、「
此

顧
凱0

之
神
情
詩
」
と
あ
る
の
は
、
湯
漢
注
本
の
注
を
全
文
引
用
し
た

結
果
、「
顧
愷
之
」
を
「
顧
凱0

之
」
に
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
第
三
段
階
と
し
て
、
刊
刻
時
の
訛
誤
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば

「
陶
以
喪
棺
在
焉
」（「
庶
人
孝
傳
贊
」）
を
「
陶
以
喪
棺
在
馬0

」
に
作

る
の
は
、
字
形
の
相
似
に
よ
る
刊
刻
時
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
諸

本
が
「
酣
觴
賦
詩
」（
卷
五
「
五
柳
先
生
傳
」）
に
作
る
と
こ
ろ
を
本
書

の
み
「
酬0

觴
賦
詩
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
文
脈
の
上
か
ら
、
こ
れ
も

同
じ
く
三
豕
渡
河
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
「
蓬
蒿
」（
卷
四
「
詠
貧
士
」

其
六
の
割
注
）
を
「
逢0

蒿
」
に
作
る
の
も
同
樣
に
誤
刻
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
に
は
數
多
く
の
誤
字
が
見
え
、
そ
れ
は
つ
と

に
郭
紹
愚
、
橋
川
兩
氏）

29
（

に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、

そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
「
翻
宋
本
」
と
傳
え
ら
れ
て
き
た
だ
け
に
、
陶

詩
研
究
に
お
け
る
信
頼
性
は
き
わ
め
て
高
く
、
そ
の
信
頼
を
搖
る
が

す
よ
う
な
校
正
の
杜
撰
さ
は
決
し
て
看
過
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

　

第
二
の
問
題
點
は
、
加
注
の
體
例
が
無
原
則
な
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
卷
四
「
詠
二
疏
」
の
詩
題
左
行
三
格
下
げ
て
「
漢
疏

廣
傳
、
…
」
と
二
疏
の
傳
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
陶
淵
明

自
身
に
よ
る
注
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
注
者
に
よ
る
「
二
疏
」
の
解
説

で
あ
る
か
ら
、
本
來
、
詩
題
の
下
に
小
字
雙
行
注
で
處
理
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
本
文
の
文
字
と
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
で
は

作
者
の
自
注
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
讀
者
に
與
え
か
ね
な
い
。

次
の
「
詠
三
良
」、
卷
三
「
述
酒
」
お
よ
び
同
「
蜡
日
」
も
同
樣
で

あ
る
。

　

逆
に
自
序
を
題
下
注
に
配
す
る
ケ
ー
ス
も
見
え
る
。
卷
五
「
讀
史

述
九
章
」
の
題
下
に
小
字
雙
行
で
「
餘
讀
史
記
有
所
感
而
述
之
」
と

あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
注
で
な
く
、
自
序
で
あ
ろ
う
。
題
下
注
と
し

て
記
し
た
た
め
に
、
箋
註
本
の
撰
者
の
施
し
た
注
で
あ
る
か
の
よ
う

な
印
象
を
與
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

だ
が
、
最
も
問
題
な
の
は
、
箋
註
本
の
撰
者
の
注
な
の
か
、
先
人

の
注
な
の
か
、
區
別
で
き
な
い
點
で
あ
る
。
卷
二
「
休
日
閑
居
」
の

「
評
」
に
、「
古
詩
云
人
生
不
滿
百
、
常
懷
千
載
憂
。
而
淵
明
以
五
字

盡
之
、
…
」
と
あ
る
の
は
、
一
見
す
る
と
、
箋
注
本
撰
者
の
コ
メ
ン
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ト
（
注
）
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
與
え
る
が
、
じ
つ
は
『
鶴
林

玉
露
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
當
然
「
鶴
林
曰
」
を
付
す
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
卷
三
卷
頭
に
「
文
選
五
臣
注
云
」
と
し
て
、
や
や
長
い
コ
メ

ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
〝
甲
子
紀
年
〞
説
に
關

わ
る
も
の
で
、
本
書
に
先
行
す
る
蘇
寫
大
字
本
や
汲
古
閣
舊
藏
本
で

も
記
載
し
て
お
り
、
本
書
は
そ
れ
ら
陶
集
の
前
例
に
從
っ
た
も
の
と

言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
僧
思
悦
の
文
の
中
間
に

別
人
の
コ
メ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
『
復
齋
漫
録
』
の
コ
メ
ン
ト
を
插
入

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
思
悦
の
主
旨
が
理
解
で
き
な
い

ば
か
り
か
、
不
要
な
誤
解
を
生
む
恐
れ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
出
典
を
明

示
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
引
用
文
を
恣
意
的
に
改
竄
す
る
、
と
い
う

こ
う
し
た
姿
勢
は
、
學
術
的
著
作
の
撰
述
か
ら
ほ
ど
遠
い
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　

第
三
は
、
校
定
に
關
わ
る
問
題
で
あ
る
。

　

本
書
が
校
注
本
で
あ
る
こ
と
は
、
數
少
な
い
校
語
か
ら
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
書
に
先
行
す
る
陶
集
に
は
數
種
類
あ
る
が
、
亡

佚
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
現
存
す
る
の
が
、
毛
氏
汲
古
閣
舊
藏
宋

刻
遞
修
『
陶
淵
明
集
』
十
卷
、
宋
紹
興
刻
『
陶
淵
明
文
集
』
十
卷

（
蘇
寫
大
字
本
）、
宋
紹
煕
三
年
曾
集
重
編
刊
刻
『
陶
淵
明
集
』
二
册

（
紹
煕
本
）、
宋
・
湯
漢
『
陶
靖
節
先
生
詩
註
』
四
卷
の
わ
ず
か
四
書

で
あ
る
。

　

湯
漢
注
本
に
つ
い
て
は
、
箋
註
本
の
注
や
評
に
多
量
の
引
用
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
箋
注
本
の
撰
者
が
湯
漢
注
本
に
依
據
し
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
が
、
こ
の
書
は
そ
の
書
名
の
と
お
り
、
詩
の

み
に
限
定
し
て
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
は
收
録
し
て
い
な
い

（「
桃
花
源
記
」
と
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
み
例
外
的
に
收
録
）。
そ
う
す
る

と
、
箋
注
本
が
底
本
と
し
て
採
用
し
た
の
は
、
殘
り
の
三
種
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
が
、
黄
世
錦
論
文
の
報
告）

30
（

に
よ
れ
ば
、
汲
古
閣
舊
藏

本
と
の
異
文
は
、
二
五
六
字
に
及
ぶ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
書

は
汲
古
閣
舊
藏
本
で
は
な
く
、
蘇
寫
大
字
本
も
し
く
は
そ
の
系
統
の

陶
集
を
底
本
に
し
た
、
と
ひ
と
ま
ず
考
え
ら
れ
よ
う
。
紹
煕
本
に
つ

い
て
は
、
本
書
卷
二
「
於
王
撫
軍
座
送
客
」
の
割
注
に
、「（
秋
）
集

本
作
各
（
引
用
者
注
：「
冬
」
の
誤
刻
）。
傳
寫
之
誤
」
と
あ
る
こ
と
、

ま
た
卷
八
「
與
子
儼
等
疏
」
に
も
「
集
本
作
八
十
」
と
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
を
參
照
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
底
本
で
は
な

か
っ
た
、
と
判
斷
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
與
子
儼
等
疏
」
に
は
、「
頴
川
韓
元
長
、
漢
末
名

士
。
身
處
卿
佐
、
七
十

0

0

而
終
」
と
い
う
句
に
つ
い
て
、
紹
煕
本
は

「
七
十
」
を
「
八
十
」
に
作
る
と
注
し
て
い
る
が
、
じ
つ
は
紹
煕
本
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の
み
な
ら
ず
、
蘇
寫
大
字
本
も
、
汲
古
閣
舊
藏
本
も
、「
八
十
」
に

作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
異
文
を
漏
れ
な
く
標
記
す
る
汲
古

閣
舊
藏
本
に
「
八
十
」
に
つ
い
て
の
異
文
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

れ
は
箋
註
本
が
底
本
に
據
っ
た
と
い
う
よ
り
、
本
書
の
撰
者
が
底
本

の
文
字
を
意
圖
的
に
改
め
た
、
と
い
う
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

同
樣
に
、
卷
二
「
遊
斜
川
」
の
按
語
か
ら
も
撰
者
の
改
訂
の
意
圖

が
讀
み
取
れ
る
。
按
語
に
云
う
、

　

按
辛
丑
歲
、
靖
節
年
三
十
七
。
詩
曰
「
開
歲
倏
五
十
」、
乃
義
熙

十
年
甲
寅
，
以
詩
語
證
之
、
序
爲
誤
。
今
作
「
開
歲
倏
五
日
」、
則

與
序
中
正
月
五
日
語
意
相
貫
。

　

こ
の
「
遊
斜
川
」
詩
は
、
陶
淵
明
の
傳
記
研
究
、
就
中
享
年
の
確

定
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
詩
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
詩
序
に

「
辛
丑

0

0

歳
正
月
五
日

0

0

」
と
あ
り
、
本
文
冒
頭
に
「
開
歳
倏
五
十

0

0

、
吾

生
行
歸
休
」
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
字
が
正
し
け
れ
ば
、
辛

丑
歳
（
四
〇
一
）
淵
明
は
五
十
歳
で
あ
り
、
享
年
は
七
十
六
歳
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
享
年
六
十
三
歳
と
い
う
『
宋
書
』
の

所
説
と
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
張
縯
の
「
呉
譜
弁

證
」
以
後
、
こ
の
詩
は
陶
淵
明
傳
記
研
究
に
お
け
る
議
論
の
的
と

な
っ
て
き
た
。

　

た
だ
、
詩
序
、
詩
句
と
も
に
異
文
が
あ
り
、
前
掲
の
汲
古
閣
舊
藏

本
、
紹
煕
本
、
湯
漢
注
本
の
三
本
で
は
、
詩
序
の
「
辛
丑
」
の
下
の

校
語
に
「
一
作
酉0

」、
詩
句
の
「
五
十
」
の
下
に
「
一
作
日0

」
と
記

す
（
蘇
寫
大
字
本
お
よ
び
『
東
坡
先
生
和
陶
淵
明
詩
』
に
は
異
文
は
な
い
）。

つ
ま
り
序
は
「
辛
丑
／
辛
酉
」、
詩
は
「
五
十
／
五
日
」
の
い
ず
れ

か
が
正
し
く
、
い
ず
れ
か
が
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
箋

註
本
の
撰
者
は
、
詩
句
に
つ
い
て
「
五
十
が
正
し
い
な
ら
、
序
に
誤

り
が
あ
る
。
し
か
し
『
五
日
』
な
ら
序
文
の
『
正
月
五
日
』
と
文
意

が
一
貫
す
る
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
結
果
、
箋
註
本
で
は
序
は

原
文
に
從
い
な
が
ら
、
詩
句
の
方
は
底
本
の
「
一
作
」
と
す
る
異
文

を
採
用
し
て
い
る
。
本
文
の
改
訂
で
あ
る
。

　

四
種
宋
本
陶
集
に
は
、「
一
作
」、「
宋
本
作
」
等
の
異
文
の
校
語

が
き
わ
め
て
多
い
が
、
箋
註
本
に
は
校
語
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
が

つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
事
例
が
象
徴
す
る
よ
う

に
、
陶
集
の
編
集
方
針
が
、
先
行
す
る
陶
集
と
大
き
く
異
な
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
先
行
す
る
宋
本
陶
集
が
陶
淵
明
の
詩
文
を
、
謂
わ
ば
經

典
と
見
な
し
て
、
正
確
に
傳
え
て
ゆ
こ
う
と
い
う
目
的
を
持
つ
の
に

對
し
、
元
代
に
成
っ
た
箋
註
本
は
、
撰
者
の
思
想
が
表
に
現
れ
、
撰



18

中
國
文
學
硏
究
　
第
四
十
九
期

者
が
正
し
い
と
考
え
る
文
字
が
―
―
か
り
に
「
一
作
」
で
あ
っ
て

も
―
―
正
文
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
宋
本
と
見
な
さ
れ
珍
重
さ
れ
て
き
た

箋
註
本
は
、
杜
撰
な
校
正
、
無
原
則
な
體
例
、
恣
意
的
な
校
正
―
―

と
い
っ
た
點
に
お
い
て
、
先
行
す
る
四
種
宋
本
陶
集
と
比
較
し
て
、

學
術
的
な
信
頼
性
が
劣
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
全

く
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
か
、
と
言
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
淵
明
の
家
系
に
つ
い
て
の
注
（
卷
一
「
命
子
」）、
斜

川
の
地
理
に
關
す
る
駱
庭
芝
の
注
の
引
用
（
卷
二
「
遊
斜
川
」）、
白

蓮
社
や
慧
遠
と
の
關
係
に
詳
し
く
觸
れ
る
注
（
卷
四
「
雜
詩
」
其
六
）、

漁
人
の
姓
名
に
關
す
る
注
（
卷
五
「
桃
花
源
記
」）
等
、
現
存
資
料
に

即
す
る
限
り
、
他
書
に
見
え
な
い
情
報
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は

今
日
、
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る）

31
（

。
こ
の
點
が
、
あ
る
い
は
『
補
注
陶

淵
明
集
』
の
「
補
注
」
た
る
所
以
か
も
し
れ
な
い
。

（
結
語
）

　

以
上
、
李
公
煥
本
『
箋
註
陶
淵
明
集
』
に
關
し
、
現
存
諸
本
の
刊

刻
年
代
、
成
書
年
代
、「
總
論
」
と
箋
注
と
の
關
係
、
箋
注
本
體
の

特
徴
の
三
點
に
對
し
て
若
干
の
分
析
を
試
み
た
。
こ
れ
は
今
日
、
中

國
古
典
研
究
者
が
陶
詩
に
論
及
す
る
場
合
、
本
書
を
參
照
す
る
こ

と
―
―
主
に
校
勘
―
―
が
多
い
が
、
湯
漢
等
先
人
の
注
で
あ
る
に
も

關
わ
ら
ず
、
本
書
所
載
の
注
を
總
じ
て
「
李
公
煥
の
注
」
と
す
る

等
、
本
書
の
性
格
が
未
だ
に
正
し
く
把
握
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
鑑

み
た
も
の
で
あ
る
。

　

何
孟
春
が
、「
不
見
其
能
爲
述
作
家
也
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
實

の
と
こ
ろ
、
箋
注
本
は
南
宋
・
湯
漢
注
本
や
元
・
詹
若
麟
注
本
に
匹

敵
す
る
「
陶
詩
注
釋
書
」
と
言
え
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
先
行
す
る
宋
代
の
諸
注
を
適
宜
輯
集
し
、
反
切
、
地
理

等
、
先
行
注
に
新
注
を
わ
ず
か
に
補
っ
た
だ
け
の
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
な
い
し
學
術
性
に
缺
け
る
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
點
に
つ

き
橋
川
氏
は
、「
校
語
が
少
な
く
、
文
字
の
誤
刻
が
あ
り
な
が
ら
、

明
以
後
の
陶
集
は
、
こ
の
本
を
根
據
と
す
べ
き
と
目
し
、
相
次
い
で

重
刻
し
た
結
果
、
陶
集
の
大
系
は
錯
亂
す
る
こ
と
に
な
っ
た）

32
（

」
と
云

う
が
、
ま
こ
と
に
尤
も
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
評
」
を
各
詩

の
後
に
配
し
た
點）

33
（

は
、
作
者
淵
明
の
意
圖
＝
寓
意
を
讀
み
解
く
う
え

で
實
際
有
益
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
讀
者
に
と
っ
て
陶
集
を
よ
り
親

し
み
や
す
い
書
物
に
し
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
こ
れ

こ
そ
が
本
書
編
纂
の
目
的
か
つ
「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
」
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
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そ
の
後
、
元
末
の
戰
亂
を
經
て
、
南
宋
本
の
汲
古
閣
舊
藏
本
、
紹

興
本
、
紹
煕
本
は
も
と
よ
り
、
湯
漢
注
本
で
さ
え
容
易
に
見
る
こ
と

は
で
き
ず
、
正
徳
十
三
年
（
一
五
一
八
）
に
お
い
て
も
「
今
不
見
其

有
傳
者
」
と
何
孟
春
が
嘆
く
ほ
ど
の
状
況
を
呈
し
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
出
版
が
隆
盛
す
る
明
代
に
お
い
て
、
中
國
國
内
に
廣
く
流

布
し
て
い
た
陶
集
は
箋
注
本
が
主
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
ま
ず
成
化
五

年
（
一
四
六
九
）、
廣
東
の
陶
自
彊
が
本
書
を
底
本
と
し
て
再
編
集
し

た
『
箋
注
靖
節
先
生
集）

34
（

』
十
卷
（
付
録
、
王
質
「
栗
里
譜
」）
が
刊
行

さ
れ
、
次
い
で
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
）
蒋
孝
に
よ
る
本
書
の

複
刻
本
が
、
二
十
七
年
に
は
九
江
郡
齋
張
存
誠
に
よ
る
刻
本
が
公
刊

さ
れ
た
。
萬
暦
年
間
に
は
、
周
敬
松
刻
本
、
蔡
汝
賢
刻
本
、
休
陽
程

氏
刻
本
、
楊
鶴
刻
本
等
の
多
樣
な
陶
集
が
刊
行
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ

も
本
書
の
重
刊
本
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
書
に
依
り
な
が
ら
、
僞
作

と
疑
わ
れ
る
「
集
聖
賢
群
輔
録
」
二
卷
（
卷
九
・
十
）
を
削
除
し
た

八
卷
本
陶
集
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
後
に
四
庫
全
書
本

陶
集
に
ま
で
及
ぶ
。
そ
し
て
、
萬
暦
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
休
陽

程
氏
刻
本
を
翻
刻
し
た
、
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）、
浙
江
楊
氏
重
刊

本
を
底
本
と
し
て
和
刻
本
が
作
ら
れ
る
。
菊
池
耕
齋
點
『
陶
靖
節

集
』
十
卷
で
あ
る
。
本
書
は
江
戸
時
代
、
何
度
も
重
印
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
我
が
國
の
陶
詩
受
容
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
か
り
に
本
書
が
存
在
し
て

い
な
け
れ
ば
、
陶
詩
は
中
國
文
學
史
の
彼
方
に
埋
沒
し
、
今
ほ
ど
の

讀
者
を
獲
得
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
經
緯
と
本
書
の
性
格
を
踏
ま
え
て
本
稿
の
最
後
に
總
括

す
る
な
ら
ば
、
本
書
は
陶
詩
の
眞
實
か
ら
讀
者
を
遠
ざ
け
た
と
同
時

に
、
陶
詩
の
普
及
に
貢
獻
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

注（
１
） 

現
存
す
る
四
種
宋
本
は
、
毛
氏
汲
古
閣
舊
藏
宋
刻
遞
修
『
陶
淵
明
集
』

十
卷
（
國
家
圖
書
館
所
藏
）、
宋
紹
興
刻
『
陶
淵
明
文
集
』
十
卷
（
蘇
寫

大
字
本
、
河
南
省
圖
書
館
所
藏
）、
宋
紹
煕
三
年
曾
集
重
編
刊
刻
『
陶
淵

明
集
』
二
册
（
國
家
圖
書
館
所
藏
）、
宋
・
湯
漢
『
陶
靖
節
先
生
詩
註
』

四
卷
（
國
家
圖
書
館
所
藏
）。

（
２
） 「
翻
宋
本
」
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
明
・
焦
竑
影
刻
『
陶
靖
節
先
生

集
』
八
卷
（
上
海
圖
書
館
、
南
京
圖
書
館
等
所
藏
）、
清
・
旌
徳
李
氏

（
文
韓
）
翻
宋
本
（
不
明
）、
清
・
何
（
焯
）
校
正
「
宣
和
本
」『
陶
靖
節

集
』（
國
家
圖
書
館
所
藏
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
） 

⑪
「
貴
池
劉
氏
玉
海
堂
景
印
本
」
は
、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

圖
書
館
に
も
所
藏
さ
れ
る
。
ま
た
、
名
古
屋
蓬
左
文
庫
に
、
本
書
の
萬

暦
十
一
年
重
刻
本
『
箋
注
靖
節
先
生
集
』
二
本
が
所
藏
さ
れ
る
。
注

（
36
）
參
照
。

（
４
） 
本
書
は
、
上
海
商
務
印
書
館
に
よ
り
『
四
部
叢
初
編
』
に
縮
印
收
録

さ
れ
、
さ
ら
に
臺
灣
商
務
印
書
館
に
よ
り
『
四
部
叢
刊
正
編
』
第
30
册
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に
も
縮
印
收
録
さ
れ
る
。
ま
た
、
黄
世
錦
「
試
論
『
箋
注
陶
淵
明
集
』

刊
梓
時
間
、
箋
校
底
本
及
其
内
涵
和
影
響
」（『
成
大
中
文
學
報
』
第
六

十
九
期
、
二
〇
二
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
周
斌
・
楊
華
主
編
『
陶
淵
明
集

版
本
薈
萃
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
一
六
年
）
所
收
の
『
箋
注
陶
淵
明
集
』

十
卷
は
、
涵
芬
樓
本
と
同
版
と
い
う
。

（
５
） 

靜
嘉
堂
文
庫
所
藏
本
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、『
靜
嘉
堂
文
庫
宋
元

版
圖
録　

解
題
篇
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
）
に
詳
し
い
。
119
頁
に

「
元
刊
（
建
安
）」
と
記
す
。

（
６
） 

こ
の
本
は
、「
國
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
て
公
開
さ

れ
て
お
り
、『
改
訂
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
で
は
、「
元
刊
」
と
す

る
。

（
７
） 『
池
田
家
文
庫
貴
重
書
目
録
』（
岡
山
大
學
附
屬
圖
書
館
、
一
九
六
六

年
）
で
は
、「
卷
五
至
十
、
明
刊
黒
口
本
を
以
て
補
配
」
と
あ
る
。
ま
た

同
『
貴
重
書
目
録
』
お
よ
び
『
岡
山
大
學
所
藏
特
殊
文
庫
解
説
』（
岡
山

大
學
付
屬
圖
書
館
、
一
九
八
二
年
）
で
は
、「
内
閣
文
庫
所
藏
本
と
靜
嘉

堂
文
庫
所
藏
本
は
、
本
書
よ
り
後
の
刷
印
に
係
る
」
と
あ
り
、
た
し
か

に
前
四
册
（
卷
一
〜
卷
四
）
の
刷
り
は
、
國
内
に
あ
る
Ａ
系
統
三
本
に

比
べ
て
最
も
良
い
。
な
お
卷
十
末
（
明
刊
本
に
よ
る
補
配
）
に
藏
書
印

が
認
め
ら
れ
る
が
、
松
岡
榮
志
「
續
『
陶
淵
明
集
』
版
本
小
識
―
―
宋
・

元
版
二
種
」（
大
修
館
書
店
『
漢
文
教
室
』
一
七
三
、
一
九
九
二
年
）
に

は
、
明
・
袁
褧
の
藏
書
印
と
あ
る
。

（
８
） 

こ
の
本
は
、
影
印
印
刷
さ
れ
、『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本
叢
刊
』
第
七

種
（
一
九
九
一
年
）
に
「
影
印
南
宋
末
年
建
刊
巾
箱
本
」
と
題
し
て
收

録
さ
れ
る
。『
天
祿
琳
琅
書
目
後
編
』
卷
六
に
著
録
。
な
お
こ
の
本
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
阿
部
隆
一
『
中
國
訪
書
志
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
六

年
）
171
頁
に
詳
し
い
。
昌
彼
得
氏
の
「
解
題
」（『
國
立
中
央
圖
書
館
善

本
叢
刊
』
第
七
種
附
録
）
で
は
、「
應
爲
宋
末
宋
末
原
刊
、
姑
識
之
以
待

考
」
と
す
る
が
、
阿
部
氏
は
、「
内
閣
文
庫
、
靜
嘉
堂
文
庫
、
岡
山
大
學
、

涵
芬
樓
藏
本
と
同
版
で
、
從
來
宋
刊
と
さ
れ
る
が
元
刻
で
あ
ろ
う
」
と

説
く
。
ま
た
、
注
（
４
）
所
引
、
黄
論
文
は
、
昌
氏
同
樣
、
字
體
風
格

を
根
據
に
、
南
宋
の
刻
本
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

（
９
） 

浙
江
省
圖
書
館
所
藏
本
は
、『
續
修
四
庫
全
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）
集
部
・
別
集
、
第
一
三
〇
四
册
に
收
録
さ
れ
る
。

（
10
） 

傅
増
湘
『
藏
園
群
書
經
眼
録
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
第
４

册
・
集
部
上
に
著
録
さ
れ
る
。

（
11
） 

こ
の
本
の
所
藏
の
變
遷
に
つ
い
て
は
、
注
（
７
）
所
引
、
松
岡
論
文

に
詳
し
い
。

（
12
） 

こ
の
本
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
注
（
８
）
所
引
、『
中
國
訪
書
志
』

273
頁
參
照
。

（
13
） 

こ
の
本
は
、「
目
録
」
の
後
に
「
總
論
」
が
配
さ
れ
、
卷
末
の
附
録
の

最
後
尾
に
「
集
序
」
が
置
か
れ
る
。
こ
の
點
に
つ
き
、
注
（
７
）
所
引
、

松
岡
論
文
で
は
、「
こ
れ
は
恐
ら
く
改
裝
の
際
に
顛
倒
し
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
推
測
す
る
。

（
14
） 

傅
増
湘
『
藏
園
群
書
經
眼
録
』
993
頁
に
よ
る
。

（
15
） 

橋
川
時
雄
『
陶
集
版
本
源
流
考
』（
文
字
同
盟
社
、
一
九
三
一
年
）
五

「
傳
宋
刊
及
元
刊
各
本
紀
要
」
に
、「
此
本
殆
以
前
記
李
本
爲
底
而
重
雕
。

抑
別
有
兩
木
之
宋
刊
底
本
耶
？
當
俟
再
考
」
と
あ
る
。
ま
た
注
（
８
）

所
引
、『
中
國
訪
書
志
』
は
、「
元
刊
と
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
掲
の
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李
公
煥
本
『
陶
淵
明
集
』
に
つ
い
て
（
井
上
）

中
央
圖
書
館
等
藏
宋
末
元
初
間
刊
本
を
覆
刻
せ
る
元
刊
本
を
さ
ら
に
明

代
に
覆
刻
に
近
い
形
で
重
刊
せ
る
版
で
あ
る
」
と
い
う
。
さ
ら
に
羅
鷺

『
元
代
印
刷
文
化
與
文
學
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
三
年
）

82
頁
に
、「
も
し
上
述
の
よ
う
に
元
刻
本
が
宋
諱
を
避
け
な
い
と
す
れ
ば
、

こ
の
本
が
諱
を
避
け
な
い
の
は
、
こ
の
本
が
明
初
刻
本
で
あ
る
可
能
性

を
排
除
す
る
も
の
で
な
い
」
と
あ
る
。

（
16
） 

注
（
７
）
所
引
、
松
岡
論
文
參
照
。

（
17
） 

張
元
濟
の
跋
は
、
①
（
國
家
圖
書
館
所
藏
、
七
六
〇
七
）
の
卷
末
に

付
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
注
（
15
）
所
引
、
羅
論
文
の
轉
載
に
よ
る
。

（
18
） 

郭
紹
愚
「
陶
集
考
辨
」
六
・
元
本
（『
照
隅
室
古
典
文
學
論
集
』﹇
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
﹈
上
編
所
收
）
參
照
。

（
19
） 「
艮
齋
」
を
號
と
す
る
者
は
多
く
、
南
宋
・
魏
掞
之
（
一
一
一
六
〜
一

一
七
三
。
字
、
元
履
）、
南
宋
・
謝
諤
（
一
一
二
一
〜
一
一
九
四
。
字
、

昌
國
。
通
稱
、
艮
齋
先
生
。
著
に
『
艮
齋
集
』
あ
り
）、
南
宋
・
薛
季
宣

（
一
一
三
三
〜
一
一
七
三
。
字
、
士
龍
）、
元
・
侯
克
中
（
一
二
二
〇
前

後
〜
一
三
一
五
前
後
。
字
、
正
卿
。
著
に
『
艮
齋
詩
集
』
あ
り
）
な
ど

が
い
る
。

（
20
） 

趙
泉
山
に
つ
い
て
は
、
蘇
悟
森
「
陶
淵
明
『
述
酒
』
詩
文
獻
輯
校
彙

評
」（『
銅
仁
學
院
學
報
』
21
・
２
、
二
〇
一
九
年
）
15
頁
、
な
ら
び
に

范
子
燁
「
凌
濛
初
套
印
本
『
陶
靖
節
集
』
宋
人
批
誤
輯
考
」（『
學
術
交

流
』
340
・
７
、
二
〇
二
二
年
）
153
頁
參
照
。

（
21
） 

古
逸
叢
書
三
編
之
三
十
二
『
陶
靖
節
先
生
詩
註
』（
中
華
書
局
、
一
九

八
八
年
）
の
附
録
「
影
印
宋
本
『
陶
靖
節
先
生
詩
註
』
説
明
」（
陳
杏
珍

執
筆
）。

（
22
） 

袁
行
霈
「
宋
元
以
來
陶
集
校
注
本
之
考
察
」（『
陶
淵
明
研
究
』﹇
北
京

大
學
出
版
社
、
一
九
九
七
年
﹈
所
收
）
203
頁
。

（
23
） 

李
劍
鋒
『
陶
淵
明
接
受
通
史
』（
齊
魯
書
社
、
二
〇
二
〇
年
）（
上
）

436
頁
。

（
24
） 

郭
紹
愚
『
宋
詩
話
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
109
頁
。

（
25
） 『
須
溪
集
』
卷
三
「
虎
溪
蓮
社
堂
記
」
に
「（
徳
祐
）
元
年
、
冬
十
二

月
、
餘
避
地
虎
溪

0

0

0

0

、
主
蕭
氏
、
諸
君
幸
哀
我
、
館
且
穀
我
。
餘
惟
世
方

亂
蓬
累
、
而
行
𤓰
牛
、
以
居
掲
揭
焉
」
と
あ
る
。

（
26
） 

劉
履
『
風
雅
翼
』
卷
五
「
九
日
閒
居
并
序
」
に
、「
時
運
傾
、
李
公
煥

0

0

0

謂
指
易
代
之
事
」
と
あ
る
。

（
27
） 

注
（
15
）
所
引
、
羅
論
文
。
ま
た
、
注
（
４
）
所
引
、
黄
論
文
で
も

「
實
際
上
，
歷
代
改
朝
易
姓
之
際
，
新
潮
詩
風
、
文
風
、
書
風
、
畫
風
等
，

與
舊
朝
竝
無
二
致
，
均
處
相
同
時
代
氛
圍
，
前
朝
黎
民
與
文
人
墨
客
，

俱
入
新
朝
成
爲
遺
民
。
元
朝
初
年
，
刻
工
與
南
宋
末
葉
，
均
爲
同
一
批

人
」
と
い
う
。

（
28
） 

何
孟
春
注
『
陶
靖
節
集
』
卷
十
、
書
末
、
何
孟
春
の
識
語
。
な
お
同

書
序
文
に
お
い
て
、「
世
傳
李
公
煥
本
當
是
宋
丞
相
所
記
『
江
左
舊
書
』。

所
謂
最
倫
貫
者
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
孟
春
注
本
は
、
李
公
煥
本
を

底
本
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
29
） 

こ
の
他
に
、「
廬
陵
後
學
」
と
稱
す
る
例
と
し
て
、
劉
詵
「
吉
安
興
學

記
」
に
、「
至
正
三
年
秋
、
燕
山
高
侯
、
志
自
懷
慶
移
守
廬
陵
。
既
下
車
、

秖
承
徳
命
、
以
學
校
爲
先
務
。
凡
所
以
育
材
成
化
者
、
朝
夕
究
心
焉
。

先
是
廬
陵
後
學

0

0

0

0

多
事
章
句
記
誦
之
習
、
或
經
旨
未
明
、
躬
行
未
粹
者
有

之
。
公
進
而
誨
之
、
曰
‥
‥
」（『
江
西
通
志
』
卷
一
二
八
）
が
あ
る
。
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（
30
） 

本
書
卷
九
「
集
聖
賢
群
輔
録
上
」、「
伯
夷
・
太
公
」
の
條
に
、「
太
公

避
紂
居
東
海
之
濱
。
皆
率
其
黨
曰
…
」
と
あ
る
が
、
汲
古
閣
舊
藏
本
で

は
「
太
公
避
紂
居
東
海
之
濱
。
伯
夷
居
北
海
之
濱

0

0

0

0

0

0

0

。
皆
率
其
黨
曰
…
」

と
あ
る
。
内
容
か
ら
見
て
、「
伯
夷
居
北
海
之
濱
」
が
脱
し
て
い
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
蘇
寫
大
字
本
で
は
、
同
樣
に
「
伯
夷
居
北

海
之
濱
」
が
脱
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
見
て
も
、
箋
註
本
が
蘇
寫
大
字

本
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
31
） 

注
（
18
）
所
引
、
郭
紹
愚
「
陶
集
考
辨
」
に
、「
四
部
叢
刊
本
の
誤
字

に
つ
い
て
は
、
等
し
く
後
人
翻
刻
の
誤
り
で
、
原
本
の
咎
に
あ
ら
ず
」

と
い
い
、
注
（
15
）
所
引
、
橋
川
時
雄
『
陶
集
版
本
源
流
考
』
で
は
、

「『
某
、
一
作
某
』
の
小
注
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
文
字
の
誤
刊
も
免
れ

な
い
」
と
述
べ
る
。

（
32
） 

注
（
４
）
所
引
、
黄
論
文
87
頁
參
照
。
ゆ
え
に
、
黄
論
文
で
は
、
箋

註
本
の
底
本
を
、「
宣
和
王
氏
本
」（
北
宋
・
王
仲
良
）＝
蘇
寫
大
字
本
だ

と
す
る
。

（
33
） 

た
だ
し
箋
註
本
の
「
注
」
す
べ
て
が
、
撰
者
の
自
注
で
あ
る
か
は
疑

わ
し
い
。
箋
注
本
の
刊
行
以
前
に
、
宣
和
王
氏
刊
『
陶
靖
節
集
』、
南

宋
・
韓
駒
本
、
南
宋
・
費
元
甫
注
『
陶
靖
節
詩
』、
元
・
王
元
父
注
本
、

元
・
王
沂
注
『
陶
集
注
』
三
卷
、
元
・
劉
辰
翁
『
陶
淵
明
集
』、
元
・
詹

天
麟
注
本
、
蔡
氏
注
本
等
、
少
な
く
と
も
八
種
類
の
陶
集
ま
た
は
陶
詩

注
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
箋
注
本
の
撰
者
の
注
と
見
え

る
も
の
も
、
じ
つ
は
こ
れ
ら
先
行
陶
集
の
注
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
基

本
的
に
、
撰
者
の
施
注
と
目
さ
れ
る
の
は
、「
按
〜
」
と
記
載
さ
れ
る
も

の
と
、
音
注
（
反
切
）
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
、
先
行
諸
注
を
出
典
不

明
示
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
34
） 

注
（
15
）
所
引
、
橋
川
時
雄
『
陶
集
版
本
源
流
考
』
參
照
。

（
35
） 

箋
注
本
が
陶
集
所
收
の
各
詩
に
「
評
」
を
付
し
た
の
は
、
同
じ
く
廬

陵
在
住
の
劉
辰
翁
（
一
二
三
二
〜
一
二
九
七
）
の
影
響
を
受
け
て
い
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
劉
辰
翁
は
、
唐
宋
の
詩
集

に
―
―
注
で
は
な
く
―
―
評
點
を
加
え
る
、
と
い
う
、
獨
自
の
文
學
活

動
を
廬
陵
に
お
い
て
盛
ん
に
行
っ
た
。
か
れ
が
陶
集
も
（
評
點
を
付
し

て
）
編
集
し
、
そ
れ
が
「
康
州
須
溪
本
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
、
李
朝

中
宗
十
七
年
（
一
五
二
二
）
刊
『
陶
淵
明
集
』
八
卷
（
明
・
李
夢
陽
校

定
。
内
閣
文
庫
所
藏
、
昌
平
坂
學
問
所
舊
藏
）
に
付
さ
れ
た
李
氏
朝
鮮
・

朴
祥
の
跋
文
か
ら
わ
か
る
。
な
お
劉
辰
翁
の
編
集
し
た
、
陶
集
と
韋
蘇

州
集
と
を
明
・
何
湛
之
が
萬
暦
年
間
に
合
刊
し
た
の
が
、
何
氏
陶
韋
合

刊
本
『
陶
淵
明
詩
集
』
三
卷
で
あ
る
。
劉
辰
翁
の
評
點
活
動
に
つ
い
て

は
、
奧
野
新
太
郎
「
劉
辰
翁
の
評
點
活
動
と
元
朝
初
期
の
文
學
」（
九
州

大
學
『
中
國
文
學
論
集
』
37
號
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
劉
辰
翁
の
評
點

と
『
情
』」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
62
集
、
二
〇
一
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
36
） 

蓬
左
文
庫
所
藏
（
駿
河
御
讓
本
）、
明
萬
暦
十
一
年
朝
鮮
有
司
監
刊

『
箋
注
靖
節
先
生
集
』
十
卷
の
卷
頭
に
、
成
化
五
年
（
一
四
六
九
）
の
夏

塤
の
序
と
、
成
化
十
六
年
（
一
四
八
〇
）
の
周
鼎
の
序
文
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
よ
る
と
、
ま
ず
東
廣
憲
副
の
陶
自
強
が
、
成
化
五
年
、
陶
集
を

刊
刻
し
、
次
に
嘉
禾
（
福
建
建
陽
）
の
布
衣
士
、
陸
汝
嘉
な
る
も
の
が

ま
た
陶
集
を
刊
刻
し
た
と
い
う
。
な
お
蓬
左
文
庫
所
藏
本
は
、
萬
暦
十

一
年
（
一
五
八
三
）
に
朝
鮮
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
（
鄭
惟
吉
の
跋
文
）。
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李
公
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本
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明
集
』
に
つ
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て
（
井
上
）
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こ
の
度
の
版
本
調
査
に
あ
た
り
、
東
洋
文
庫
、
名
古
屋
蓬
左
文
庫
、

靜
嘉
堂
文
庫
、
國
立
公
文
書
館
、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、

都
立
中
央
圖
書
館
特
別
文
庫
、
お
よ
び
岡
山
大
學
付
屬
圖
書
館
に

は
閲
覽
の
機
會
を
與
え
て
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
謹
ん
で
御
禮
申
し

上
げ
ま
す
。
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